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加茂支部幹事（右上）が保険請求の基礎から

具体的事例まで分かりやすく解説した

　協会は２月５日に保険請求事務講習会を協会会議室とウェブ配信の併用で開催。

あわせて医療機関スタッフら 143 人が受講した。加茂統良神戸支部幹事（中央区・

加茂皮フ科医院院長）が講師を務めた。

　加茂先生は、協会発行『保険請求の要点 2022 年度改定版』をテキストに、医療

保険の基礎知識や療養担当規則の解説、診療報酬点数、カルテやレセプトについて、

具体的な算定事例や注意点を交えながら説明。実際の診療内容に基づく点数・窓口

負担集計とレセプト作成例を解説した。

　参加者からは、「仕事を始めたばかりでわからないことがたくさんあったので、あ

いまいに覚えていた部分などをきちんと理解でき勉強になりました」「レセプト等今

後スムーズにできるようになれそうです」「具体的な事例での解説があり、理解しや

すかったです」など好評を得た。

　同講習会は７月に明石で開催する他、今後も定期的に行う予定。

「初心者のための保険請求事務講習会」にスタッフら１４０人超

「あいまいだった請求実務よくわかった」

兵庫県保険医協会神戸支部 研究会のご案内 

新型コロナ感染症 

場末の救急病院奮闘記 
 

日 時 2023 年４月１日(土) 午後５時 10 分～７時 

会 場 兵庫県保険医協会 5 階会議室（JR･阪神元町駅東口を南へ徒歩８分） 

  ＋オンライン配信 

講 師 神戸掖済会病院 

麻酔科・救急科部長 馬屋原 拓 先生 

来場定員 40人(事前申し込み順) 

参加費 無料 

 

神戸掖済会病院は垂水区にある３００床ほどの「場末の」、もしくはもう少し綺麗な言い方

をすれば「地域密着型の」二次救急病院です。当院も、そして地域の医療をとりまく環境も、

新型コロナ禍の３年で大きく変化したと感じています。 

この３年間のコロナ禍で病院の中からどのような景色が見えていたのか、そしてコロナ禍を

乗り越えてこれから当院が地域の中でどのような役割を担っていきたいと考えているのか、私

見を交えてお話ししたいと思います。                              

【馬屋原 記】 
 

＊お問い合わせは TEL 078-393-1807 神戸支部担当 小西・荒川まで 

【神戸支部研究会参加申し込み】FAX 返信：078-393-1820 
参加申し込み 

地区        医療機関・施設名            

代表者お名前         参加人数   人  TEL          

ＺＯＯＭによるオンライン参加申し込み 

右の二次元コードもしくは下のアドレスから前日までにご登録お願いします。 

自動返信メールでアクセス方法等をお知らせします。 

https://bit.ly/3IqpseA 
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　神戸支部が地域の中小業者や住民らとともにつくり、地域の

医療・福祉制度の改善を進める東灘区社会保障推進協議会（社

保協、会長：口分田真支部幹事）は２月 11 日、議員との懇談

会を開催した。同社保協が定期的に開催する「なんでも相談会」

で相談員を務める松本のり子神戸市会議員（共産）からの申し

入れを受けたもので、松本議員のほか、きだ結県会議員、西ただす両市会議員が参

加した。

　加盟各団体から 27 人が参加し、「昨年灘区で土砂災害があり、山間部では不安の

声がある」「コロナ禍において医療機関が少なく感じた」「阪神住吉駅のバリアフリー

化を」「インボイスの 10 月からの開始で中小事業主、特に高齢事業主はとても対応

できず廃業しないといけないかもしれない」など、多数の要望が出され、各議員は「こ

の要望を受け止め、実現に向けがんばっていきたい」などと応じた。

32

東灘区社会保障推進協議会「議員との懇談会」

神戸支部ニュースへの投稿を募集しています
支部ニュースへの投稿を募集しています。

日常診療にかかわることや、主張、趣味のお話などお寄せください。

ご投稿は

　TEL078-393-1807　/　FAX078-393-1820

　e-mail　konishi-s@doc-net.ne.jp　へお寄せください！

患者接遇の基本とクレーム対応 （仮）
日　時　５月 27 日（土）14 時 30 分～ 17 時

会　場　保険医協会会議室

講　師　水原道子先生（元大手前短期大学教授）

参加費　1000 円
お申し込み・お問い合わせは、℡ 078-393-1807 まで

 神戸支部は３月 11 日、研究会「閉塞性睡眠時無呼吸症～個別的医療で健康寿命の

改善を！～」を協会会議室とオンラインで開催し、51 人（会場 17 人、オンライン

34 人）が参加した。

　中央区・前田呼吸器科クリニック睡眠医療センターの前田均先生（日本睡眠学会

専門医）が講師を務め、閉塞性睡眠時無呼吸症の診断・治療について解説。４時間

以上の睡眠時間の確保が重要とし、診療経験に基づき具体的対応を紹介した。

　武村義人副支部長が冒頭あいさつし、鈴田明彦副支部長が司会を務めた。

（次号、参加者の感想文を掲載予定）

睡眠時無呼吸症患者
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研究会「閉塞性睡眠時無呼吸症」を開催

職員接遇研修会

医療・福祉改善の県政・市政に

27 人が県・市政への要望を出し合った

（上）あいさつする口分

田支部幹事

（下）全国都道府県で初

の補聴器助成制度が実

現したと報告するきだ

県会議員

アンケート付リーフレット
こどもの医療費無料化求める署名

３月中に

患者負担増の影響について聞く「アンケー

ト付きリーフレット」（左）は３月 24 日まで。

集まったアンケート回答用紙は３月中に協

会事務局までご返送ください！

「こども医療費無料化求める署名」（右）も

あわせて、ご返送をお願いいたします。

ご返送を！


